
（修正内容等）
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3　新しい時
代に必要と
なる資質・
能力の育成  
（小・中）

学校の統合が進んでいる中で、統合後の学校図書館の整備の様々な課題について聞くことが多い。旧
学校の図書を集約したり、選書だったり、廃棄・更新していく中で、専門家がいたりいなかったり
で、そうした専門家の配置が必要になるかなと思います。統合後のより良い学校環境をどう作ってい
くかというビジョン、特に図書館であれば専門家の配置だったりが今後必要になる。計画の中では、
直接読み取れないが、小学校・中学校で学校図書館の活用についての記載があり、充実を図られてい
ることの一つに学校が新しくなっていくという文脈においても、何かしら位置づけがあるといいなと
思う。

○御指摘のとおり、学校図書館の日常の運営・管理等を行う専門的な知識・技能を持った学校司書
の配置が求められており、その経費については地方財政措置が構じられているところです。北海道
においても、「北海道子どもの読書活動推進計画」に基づき、学校司書を配置している小中学校の
割合増加や学校図書館の授業での活用、公立図書館との連携促進等を図るほか、学校図書館整備に
係る支援事業や人材育成のための研修実施等にも引き続き取り組んでまいります。

2
5　特別支援
教育の推進

特別支援教育の推進に関わり、個別の教育支援計画の作成について、作成者の負担軽減に繫がるよう
な実効性のある取組の充実についての記載を付け加えていただいた。これによって、今後更に、作成
することが目的ではなく、しっかりとこれを活用すること、特別な支援を必要とする児童生徒へのき
め細かな支援や、切れ目のない支援のために活用していく重要なツールである。もっとこれを機会に
増加して、特別支援教育の充実が図られるよう期待している。

○個別の教育支援計画につきましては、御指摘のとおり、作成が目的ではなく、児童生徒一人一人
の状況に応じた支援を継続的かつ的確に行うための重要なツールと認識しております。
○今後も、作成者の負担軽減につながる実効性のある取組を進めるとともに、個別の教育支援計画
の活用が児童生徒一人一人への支援の質の向上につながるよう、取り組んでまいります。

3
7　キャリア
教育の充実

一覧22のキャリア教育の充実で意見を述べたが、23にも質問・回答があって、その中でキャリアパス
ポートを活用しているとあるが、実際どのように活用されているのか知りたい。一保護者なので見え
ていないだけで、すごく活用されているのかもしれないが、ソクラテスミーティングを企画するに当
たって、あまり学校内で話が出てこなかったので、具体的な実践例を聞きたい。

○学校においては、特別活動等で、学期や学年等の自己の目標を振り返る際に活用したり、各教科
等の自己評価で活用したりしています。また、キャリア・パスポートに教師がコメントを記入する
ことにより、児童生徒と対話的に関わるようにするなど、各学校の創意工夫のもと、児童生徒の実
態を踏まえて活用していると承知しております。
○高等学校でのキャリア・パスポートの活用については、例えば、各学校のキャリア教育に関する
各取組において、活動の振り返りなどの場面で使用している。このほか、義務教育段階から、学力
向上を図る取組を、地域全体で進めるため、小中学校との連絡協議会等を通じ、地域で生徒を育成
する視点で、キャリア・パスポートの改善・充実を図っている事例などがある。

4
8　体力・運
動能力の向
上

施策項目８体力運動能力向上のところで、次年度の取組の中で、体育の授業の改善、ICTを活用した
効果的な取り組みの普及とあります。今、小学校でも１年生からタブレット使っています。体育の授
業でもマット運動で、自分や友達の動きを録画してみることによって動きを向上させていくことがで
きます。単体の端末として使う分にはいいのですが、どこまで意識されているかわからないですが、
例えば、体育館で子どもたちが協働的な学びをする時、体育館のWI-fiの環境が非常に悪いことを押
さえていただきたい。GIGAスクール構想で教室は付いたが、ところが体育館みたいなところは、予算
の関係なのか意外と抜け落ちていますので、もしそこまで意識して行うという目標があるとすれば、
そういうところも環境整備してもらえたらありがたい。

○運動やスポーツをすることが好きな子どもたちの育成を目指した体育・保健体育授業の改善・充
実を図るためには、一人一台端末を活用し、模範動画と自分の動きを撮影した動画を比較して、各
自の視点で課題を見付け、その課題の解決を図ったり、自己や仲間の考えたことを他者に伝えたり
する取組が効果的です。今後とも、各自治体の通信環境整備を念頭に置き、通信環境の状況に応じ
てICTを効果的に活用できるよう、取組を周知してまいります。

5
10　道徳教
育の充実

施策項目10道徳教育の充実について、教員の方たちが道徳の授業の進め方が分からないということを
聞いたことがあって、道徳教育の指導はなされているとは思うが、なぜか若い先生の中では指導法が
分からなくて、先輩に聞いても伝授される機会がなくて、そのために非常に困っていると、自分が道
徳の授業をして良いのかという声を聞いたことがある。教員への研修を期待しますが、現状としてそ
のような声があがっていることを伝えたい。

○道教委では、法定研修の初任段階教員研修や、義務教育課の「よりよい生き方を実践する力を育
む道徳教育の推進事業」において、全ての小・中学校に位置付けられている道徳教育推進教師を対
象に、授業改善に向けた研修等を行っているところです。また、道徳教育の充実に資する動画資料
等を北海道版道徳教育アーカイブに掲載し、各学校及び各管内での活用を図っており、引き続き、
こうした取組を通して、各学校を支援してまいります。

6
10　道徳教
育の充実

現場の声と言うことで、施策項目10の道徳教育に関して総合評価が順調であるというのはありがたい
と思っています。定量評価で自己肯定感の向上がみられているとありますが、そうであれば、ここか
ら先、ひとつ自己有用感的なもの、他者との関係性でお互いに認められて、高まっていくというよう
なものも是非これから必要になってくるのではと思うので、そのあたりも少し意識していただければ
と思います。

○今年度の道徳教育推進教師を対象に実施する研修では、「生命の大切さの自覚やいじめの未然防
止」をテーマとして、本道の児童生徒が、それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方
や考え方があることを理解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていく指導の在り方
などを取り上げることとしており、こうした研修を通して、より一層の道徳教育の充実を図ってま
いります。

7

15　不登校
児童生徒へ
の支援の充
実

こどもの居場所作りとして、そこには書いてなかったかなと思いますが、校内教育支援センターを各
学校で作り始めています。私の学校でも子どもの居場所ということで、不登校傾向の子どもがきたと
きに居られるような場所、校長室の前にパーテーションで居場所づくりとかしていますが、じゃあ実
際そういう子どもたちが来た時に、誰が支援するのかというところが大きな問題かと思っています。
担任外の先生、もしくは免許のない方がボランティア的に支援するのかとか、そういう方もいない時
にどうするのかというところ。

○各学校においては、校内体制を工夫し、養護教諭、管理職などを含めて指導に当たっており、道
教委では、不登校や不登校傾向の児童生徒が学びやすい環境づくりをより一層推進するため、国に
対して、児童生徒支援加配などの教職員定数配置の充実のほか、センターの設置費用や運営費用へ
の財政措置の拡充や支援体制の強化を講じるよう要望しているところです。

8

16　教員の
養成・採
用・研修の
一体的な改
革の推進

教員不足や教員の質について伝えたい。NO.40でかなりパンチの効いた話を書かせていただきまし
た。教員不足への対応ということで定年延長の施策をしていく中で、やはりICTの活用部分において
いわゆる年齢が上の先生方がなかなか対応できない状況があります。主体的・対話的な学びなんてい
うキーワードに関してもなかなかこれが実現できていない実態があります。では、辞めてくださいと
いう話にもならない部分でありますので、最後まで頑張っていただきたいのですが、このあたり能力
的な部分もあると思いますが、やはり研修をしっかり受けさせたい。教育技術のみならず、大昔の教
師と子どもとの関係性のまま突っ走ってしまう教師も一部います。それが不適切な案件等にも繫がっ
ているのかなと懸念しています。教師のモラルの一定の維持も含めて、教員不足を埋めていく中、更
に質も向上させていくことが必要である。

○道教委では、学校管理職を含む教職員一人一人が主体的に個別最適な学びに取り組めるよう、多
様な研修テーマや研修講座を提供するとともに、各学校における「校長による教員等への『対話に
基づく受講奨励』」が効果的に行えるよう、手引を作成しています。今後もベテラン段階の教員の
主体性を尊重しながら、研修等の在り方について検討してまいります。

施策評価調書への反映

北海道教育推進会議（070711）における委員意見について

№ 施策項目 委　員　意　見 担当課の回答
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9

16　教員の
養成・採
用・研修の
一体的な改
革の推進

男性職員・教員の育休の促進が掲げられています。現場としてもいっぱいとってくれと言いたいが、
その担任が休みに入ったとき代替の教員がつくのかどうか。もしつかなければ代わりの人。例えば教
頭が入るとなると、働き方改革が進まなくなる。人が足りないと働き方改革なんて進まない。山田先
生がいったところと重なるかなと。人がいて初めて掲げられた目標・業務が進むのかなと思う。スク
サポ等希望する全学校に配置してほしいなというのが現場の声です。施策評価と関係ない点もありま
すがご理解いただきたい。

○年度中途における欠員を抑止するため、産休・育休の予定がある教員の代替者を年度当初からあ
らかじめ配置するほか、政令改正により、令和７年４月から正規の教職員を産休・育休等の代替教
職員とする場合であっても、国庫負担の対象となったことから、このような制度を活用して教職員
の確保に努めてまいります。
○スクール・サポート・スタッフについては、現時点では希望するすべての学校に配置できていな
い状況にありますが、引き続き必要な予算の確保に努めるとともに、全額国庫負担化や補助率の引
き上げなど、十分な財政措置が講じられるよう国に要望し、希望する学校に配置できるよう、今後
も取り組んでまいります。

10

16　教員の
養成・採
用・研修の
一体的な改
革の推進

教育長という立場で言って良いのかわからないですが、教員不足について、午前中に空知の教育長会
議あり話題、今年は140名ほど前年に比べて受検者が少なくなっていると聞いた。わたしどもの学校
は教員が確保されているが管内でも100％じゃないとこもあると聞いている。こどもたちが一生懸命
勉強するなかで、教員が足りないというのはいかがなものかなと。昔は先生は、聖職であったが、今
は若干そういう部分が薄れているのかなと感じています。なんでこういう状況になったのかという原
因は多々あると思いますが、若い先生が長続きしない部分が非常にネックになって今後先細り、日本
の人口と同じで、年配の先生がいっぱいいて、若い先生が全然足りないという状況が近々起こると思
うので、道教委としても若い先生の育成についてご尽力をお願いしたい。人事をやっていて、感じて
いるところ。

○小・中学校における新採用者については、管理職による指導や先輩教員との日常の業務を通した
研修が重要と考えており、研修を効果的に進めるため、12学級以上の小学校や６学級以上の中学校
への配置に努めているところです。
　高校においても、原則として小規模の学校、定時制課程等を避けるように配置することとしてお
ります。　
○初任段階教員の研修については、採用から５年間にわたり実施しており、必要な資質能力の育
成・向上が図られるよう、講義や協議、演習等を通じて、学習指導や生徒指導等に関する実践的な
研修を行っています。特に本研修の１年目には集合研修を設定し、孤立しないよう仲間づくりにも
繋げることができ、同期の仲間と積極的な関わりをもち、協働的に学ぶことができる仕組みとして
おります。
　今後とも、配置や研修等により若手教員の育成に努めてまいります。

11
17　働き方
改革の推進

評価はバックデータが肝心である。文言に落とす時にバックデータがどうなっているのかという視点
で見て意見した。42のスクールロイヤーについて、学校では課題が多い。最終的には校長が判断する
時に、法律の観点ではどうか、自分では気づかない点がある時にアドバイスしてくれる人がいると大
変助かる。私自身も、今年と去年に活用してそのように実感したところ。良い制度なので各学校に周
知してもっと活用してもらいたい。

○スクールロイヤー制度は、教職員の精神的負担の軽減や問題対応能力の向上など、現場に効果が
ある有意義な制度であり、実際に活用した学校からも高い評価が寄せられています。一方で、未活
用の学校の一部では「相談してよい事案か判断できない」といった声もあり、制度の理解不足が課
題となっています。このため道教委では、相談のポイントを整理したリーフレットを作成するな
ど、学校がより利用しやすい環境を整え、制度の周知と活用促進を図ってまいります。

12 全体

長いこと小学校・中学校、いろいろ携わらせていただく中で、先生との関係性、いろいろなことを経
験してきた。その中で学校の在り方だったり、教育に関してだったり、地域とのかかわりだったりの
中で、このように計画を立て、評価していく、それを先生が父兄や子どもたちに実践していくという
のをやってもらっていると改めて実感したところ。その中でも若手の先生の持続ができないというの
は、親の学校に対する信頼性の部分を感じていて、自分が子どもの時の教員への思いと、親になって
からの教員の見え方の違いにギャップを感じている。わたしは先生は先生だからと思っているが、周
りでは度が過ぎた要求をする方も多々います。私が今PTAとして携わっていた中で、先にPTAに相談に
来る場合は、その方を落ち着かせてから、教頭に相談するとうまくいくケースがある。できれば、
PTAの役員という立場としては、少しでもおさめられる横のつながりも学校の先生ともつながるよう
に努力できたらなと、感じました。それがこどもたちの教育にも良い方に向かっていける小さいが１
つの手ではないかと思っています。

○学校と保護者、地域とのつながりは非常に重要であることから、地域と連携・協働した学校づく
りが進むよう、地域と学校をつなぐ地域学校協働活動推進員の資質向上など、引き続き、各種取組
の推進が図られるよう努めてまいります。

13 全体

個々の施策の評価は非常に丁寧になされている。その一方で、本推進計画は、元々は人口減少や広域
性にどう対応するかが基本的なところで、出発点だったと思う。個々の施策の評価はそれはそれで大
事だが、それが翻って人口減少社会や北海道の広域性にどう与しているのか、今後はそこを見ていく
必要がある。加えて、北海道の広域性は、課題や弱点であるが、一方でそれぞれの地域での特色が出
せるという強みもあるし、施策がうまくいってない所にシェアすることで、その他の地域に貢献でき
るのではないかと期待している。

○各施策項目それぞれにおいて、適切な点検・評価に努めるとともに、各地域や学校における取組
の成果を広く全道に普及し、学校をはじめ関係機関等における取組の推進が図られるよう努めてま
いります。
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14 全体

教育界の実情を記録していくことは非常に重要である。ただ一方で、作ることが目的にならないで、
重要なのは、問題意識を現場にどう展開・活用していくか、そしてその効果を発揮していくのが最大
の目的と確認させていただきたい。
また、我々大きな構造問題ということがある。先生が足りないことに、現場の努力だけで立ち向かう
のは限りがある。教員不足の背景として、少子化がとんでもないスピードで加速化している。100万
人を切った時に、10万人減るのに11年かかった。出生数が90万人を切るまでは３年間、次の10万人減
るのに３年間、そして今回70万人となるのに２年間で下がってしまった。次も２年程度で10万人減る
と、同じ10年間で40万人減ってしまった。日本の社会が維持できるかどうかというくらいの少子化の
スピードが色々なところに打撃を与えている。津波のように、最初に産婦人科、次に幼稚園、小学校
と徐々に打撃を受け、決して避けられない、現実としてやってくるので、きちんと備えていかなくて
はならない。北海道の教育界もその先端に位置するくらい構造的な難しい問題を抱えているので、毎
年度のレポートとあわせて構造的な問題についての取組についても視野に入れて進めていただきた
い。

○各施策項目それぞれにおいて、適切な点検・評価に努めるとともに、事業や取組の成果を広く全
道に普及し、学校をはじめ関係機関等における取組の推進が図られるよう努めてまいります。
○また、少子化という構造的な課題意識を持ち、各種取組の工夫・改善に努めてまいりたいと考え
ています。

15
第１章　教
育委員会の
活動状況

資料１章27ページに、組織風土改革プランの取組があり、組織風土はとても大切だと思っていて、言
い方が悪いが、不祥事等がおきることを未然に防ぐ組織の在り方について、道教委が取り組んでいる
ことが読み取れると思いました。この取組は施策の推進状況で評価するものではないと思いますが、
学校の取組を支えていくのに必要なものとして、現状どのような手応え、状況になっているのか、是
非今後、この場で共有の機会をお願いしたい。また、学校で実際どのような悩みがあって、校長がど
のような悩みを抱えていて、それに対する対応や認識を確認しながら改善・取り組む必要がある。

○「北海道教育庁組織風土改革プラン」は、令和３年度に発生した北海道立青少年体験活動支援施
設ネイパルの指定管理者公募における職員の不正行為により道民の信頼を著しく損なう事態となっ
たことから策定したものであり、管理職員をはじめ全職員の意識改革を図るとともに、誰もが働き
やすい職場づくりの実現に向けた指針として位置づけたものです。
○プランの取組期間は令和５年度から６年度までの２年間であり既に終了していますが、プラン期
間中及び期間後に実施した職員アンケートの結果などから、風通しのよい職場づくりやコンプライ
アンス意識の確立が講じられていると感じる職員の割合が増加した一方で、ガバナンス機能の強化
が進んだと感じる職員の割合が低いなど、さらなる改善を要する点も見られますが、各種取組を通
じて一定程度職員の意識改革が進んできていると捉えています。
○今後においても、組織風土の改革を不断に推進し、管理職員はもとより若手職員も含めた全ての
職員が一丸となって、誰もが働きやすい職場づくりを進めるとともに、学校を支えるための意識の
向上を図り、児童生徒や保護者、道民の皆様の期待に応えられる教育行政を展開できるよう取り組
んでいきたいと考えています。
〈具体的な取組〉
○教育長と若手職員による意見交換会（年１回）
○本庁局長級以上による管理職特別研修（年２回）
○本庁課長級シェアミーティング（年５回）
○管理職員を対象とした外部専門家によるコミュニケーション研修（年１回）
○風通しのよい職場づくりに向けた各階層別意見交換会（計16回）
○弁護士による外部窓口の設置や職員相談窓口ポータルサイトの開設　など

（修正内容等）

1

18　学びの
セーフティ
ネットの構
築

P88
施策項目18 学ひの゙セーフティネットの構築
2スクールカウンセラーの配置 (R5:190校→R6:184校) 減った理由は?
3スクールソーシャルワーカーの派遣(道SSW:R5:159回→R6:183 回派遣) 増えている?

○スクールカウンセラーの配置校については、記載誤りで正しくは「R06:192校」です。そのた
め、配置校は増となっております。調書の修正をいたします。
○スクールソーシャルワーカーの派遣については、オンライン相談会を各管内で実施し、必要に応
じて派遣するなどしたことから、派遣回数がR5より増加となりました。

②スクールカウンセ
ラーの配置
（R5:190→R6:192校）

施策評価調書への反映

北海道教育委員会における委員意見について

№ 施策項目 委　員　意　見 担当課の回答



（修正内容等）

施策評価調書への反映

北海道教育推進会議（070711）における委員意見について

№ 施策項目 委　員　意　見 担当課の回答

資料１

2
20　生涯学
習・社会教
育の振興

P98　取組の柱（５）地域の特色を活かした多様な体験学習の推進
主催事業について増加が見られるとのことですが、主催事業の一層の工夫改善とその他の利用の在り
方の開発が必要だと考えます。体験活動の多義化による学びの拠点として大きな可能性を秘めている
と考えますので、次年度の取組に大いに期待するところです。

○地域資源や指定管理者などの施設の特性を活かした主催事業の一層の工夫と新たな利用者の獲得
のための広報活動を強化するなど、「施設バリュー」確立に向けた取組を進めていきます

地域の教育資源や指定
管理者の有する特性を
活かしたネイパル主催
事業の実施を拡充する
とともに、新たな利用
者の獲得のため、施設
の取組についてＳＮＳ
や各種イベントなどを
通じた情報発信の更な
る強化・拡充を図る。


